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科目の概要
陶芸を用いて創造力を養い、生活における表現力向上と現代の工芸への専門的知識・技術を習得する。「食の器、住の器」を自らの発想と表現力に
て制作実習し、課題作品をコーディネートしプレゼンテーションを行う。授業をとおして、建学の精神・社会人基礎力・ｐｉｓａ型学力を身に付
け、個性的な創作表現ができるように潜在能力開発に努める。ディプロマ・ポリシー③④に相当する。
★陶芸作家としての経験から、制作上の実践的な技術を指導し、作品完成までのプロセスの中で専門的立場からアドバイスを行って完成度の高い作
品制作に導いていく。

学修内容 到達目標

① 陶芸制作の技法を取得する。
② 工芸の基本的知識と素材を学ぶ。
③ 陶芸制作を通じて表現力・発信力の向上を養う。

① 陶芸制作を通じて丁寧に取り組む姿勢を身につけ作品
を作り上げる事ができる。DP③④
② 工芸の技法や素材等の基本的知識を習得する事ができ
る。DP③
③ 自己の価値観を確立し、創造力を高める事ができる。
DP③④

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 陶土の特徴を捉え、陶芸の技術を積極的に身に付けて自己表現にて作品制作する。

働きかけ力

実行力 技術の上達を目指して作陶を行い、新たな可能性を探究する。

考え抜
く力

課題発見力 造形制作の中でアイデアを実践し、より良い工程を模索して制作活動を行う。

計画力

創造力 自身の描くシチュエーションを意識して作陶を進める中で創意工夫し制作する。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自己表現を明確にし課題に向き合い、有意義な作品提案に取り組む。

デモンストレーションをしっかり視聴し、工程の疑問点、技術的な問題点は積極的に質問
する。

遅刻、無断欠席など学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようにルー
ルを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：必要に応じてプリントを配布する。
参考文献：なし

他科目との関連、資格との関連

他の科目との関連：デッサン、基礎デザイン、クリエイトデザイン
資格との関連：なし

学修上の助言 受講生とのルール

自分の個性を大切にオリジナルの器制作をしましょう。 ・遅刻や欠席しないように作品を制作する。
・汚れてもよい服装をしてくる、もしくはエプロン着用。
・作品製作費・・・陶芸材料費3.300円程度
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ａ：制作課題に対して、一生懸命に制作に励み、アイデア
もたくさん出し、デザイン性や技術に優れ、完成度の高い
作品として仕上がっている。課題内容を正確に捉え、配色
や構成など大変よくできている。魅力的でオリジナリティ
な作品に仕上がっている。
Ｓ：Ａの基準に加えて、積極的な受講態度が見られ、作品
はクラスの中でも際立って優れ高い評価となっている。

Ｂ：制作課題は提出期限までに、教員の指示通りの制作を
行って完成できている。基本的なデザインや陶芸の技術・
知識を身につけている。

Ｃ：Ｂの基準に対して、作品制作の仕上がりが悪く、授業
態度も努力の姿勢が感じられない。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

20

・作品制作した内容をまとめたレポート「制作記録」を提出する。
画像可
・レポートは制作方法、課題、自己評価などの記述内容により評価
し、フィードバックする。

② ✓

③ ✓レポート

① ✓

70

・制作した作品について、デザイン性、完成度(特に優れて高い：
Ｓ、優れて高い：Ａ、完成はしているが仕上がりは普通：Ｂ、完成
はしているが仕上がりは悪い：C、完成できてない：Ⅾ)を評価す
る。
・「タイトル」と自ら描くシチュレーションを含めての表現力を総
合評価する。
・作品は講評会にて良い点を評価し、返却する。

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：作品制作の取り組み方、制作した作品の完成度より評価する。
実行力：作品制作の取り組み状況を評価する。
課題発見力：制作記録より、作品制作上における課題の捉え方を評価する。
創造力：制作記録より、作品のデザインワークにおける取組状況を評価する。
発信力：制作した作品より、自己表現ができているかを評価する。
傾聴力：教員の説明を聞き参考にしながら作品制作に取り組むことができたか
を評価する。
規律性：作品の提出期限を守ることができる。 遅刻、無断欠席など学修意欲欠
如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができ
る。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ：制作課題は提出期限までに、教員の指示通りの制作を
行って完成できている。基本的なデザインや陶芸の技術・
知識を身につけている。

Ｃ：Ｂの基準に対して、作品制作の仕上がりが悪く、授業
態度も努力の姿勢が感じられない。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

「ガイダンス」

授業内容説明。
連絡や注意事項など確
認。

講義と実技
生活における陶磁器の
役割と可能性について
説明する。焼成までの
過程・制作方法の説明
後に各自制作に向け検
討する。

授業の目的や意義を理
解し制作に対して準備
できている。

(復習)授業説明会での
連絡や注意事項など確
認しまとめておく。

90

主体性
創造力
傾聴力
規律性

2・3

「陶芸作品制作①マイ
カップ」

作陶工程・紐作り技法
と焼き上がりまでの過
程について。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。ＰＣを活用して制
作作品のデザイン情報
を得る。作品は確認
後、フィードバックし
講評する。

紐作り技法の制作方法
を理解し、作陶する事
ができる。

(予習)陶芸の技法につ
いて、説明事項をまと
める。
(復習) 紐作り技法の
制作方法をまとめる。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

4・5

「陶芸作品制作②マイ
カップ」

仕上げ工程・道具を使
用し仕上げ削りの手順
や技法、取手など付属
部品の制作等につい
て。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。ＰＣを活用して制
作作品のデザイン情報
を得る。作品は確認
後、フィードバックし
講評する。

陶芸道具の特徴を捉
え、作品を仕上げ事が
できる。

(予習)造形イメージと
「器」使用時のコー
ディネートを考える。
(復習)仕上げ工程と道
具の扱い方を確認しま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

6・7

「陶芸作品制作③マイ
カップ」

装飾工程・絵付け、カ
ラーリングや装飾技法
の手順や種類などにつ
いて。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。ＰＣを活用して作
品のデザイン情報を得
る。作品は確認後、
フィードバックし講評
する。

装飾技法を理解し、期
日までに仕上げること
ができる。

(予習)カラーイメージ
とイメージ図案をまと
めておく。
(復習)陶磁器用顔料の
性質をまとめる。作陶
から仕上げまでの制作
記録をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

8・9

「陶芸作品制作④光を
パッケージ」

制作課題の説明。イ
メージ図案の作成と工
程の確認。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。イメージ図案はＰ
Ｃにより情報収集した
デザインを活用する。
作品は確認後、フィー
ドバックし講評する。

制作工程を計画し、制
作方法を考える事がで
きる。

(予習)身近にある照明
を工芸美術の視点から
考える。
(復習)完成後のセッ
ティングイメージをま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

10・
11

「陶芸作品制作⑤光を
パッケージ」

制作方法について、今
までの学習をもとに能
率的な方法にて作品制
作。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。作品は確認後、
フィードバックし講評
する。

制作手順を計画し、制
作方法を考える事がで
きる。

(予習)立案した計画の
確認。
(復習)今後の工程を確
認、制作記録をまとめ
る。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

12・
13

「陶芸作品制作⑥光を
パッケージ」

前回検討した制作方法
に沿って、作品制作。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。作品は確認後、
フィードバックし講評
する。

制作技法を正しく習得
し期日までに仕上げる
事ができる。

(予習)立案した計画の
確認。
(復習)制作記録をまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

14

作品のまとめ

焼成作品の受け渡しと
陶器取り扱いの注意点
について。作品発表に
ついて説明。

講義と実技
教員が制作方法の説明
後、各自が作品制作す
る。作品は確認後、
フィードバックし講評
する。

陶器取り扱いを理解
し、プレゼンテーショ
ンへの計画をする事が
できる。

(予習)作品のコーディ
ネートを考える。
(復習)プレゼンテー
ションに向け実際に
コーディネートを試
す。

90

実行力
創造力
発信力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

15

作品講評会

これまで作陶した作品
を発表する。制作作品
から共に学び合う。

演習
作品について、「タイ
トル」、デザインの特
徴、コーディネート提
案発表をclassroom上で
実施する。全員の作品
について講評会を行
い、終了後にフィード
バックする。

作品を発表し、他作品
を評価する事ができ
る。

(予習)作品の画像を撮
影してclassroomに
アップする。
(復習)自己作品の振り
返りを行い、陶芸の魅
力について検証する。

90

実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力


